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●

　与野市時代に水害対策として調

節池の機能を持つ緑の多い公園を

つくろう、与野市には成人式等を

行う施設がなかったので、多目的

アリーナも計画。土地の買収がさ

いたま市に引き継がれ、与野本町

周辺地区まちづくりマスタープラ

ンでは、「みどりと水辺が豊かな」

公園と書かれていた。それなのに、

多目的アリーナが5倍の面積に

なっており、買収に応じた地権者

は緑の公園になるということで協

力したのに話が違うと、問題に

なっている。

　さいたま市では、中央区の与野

中央公園スポーツアリーナ建設問

題、南区の沼影プールの廃止と義

務教育学校の建設問題など、地元

の反対や不安を置き去りに、大規

模事業が進められています。

　中央区選出のさいたま市議会議

員、中山淳一さん(無所属)をお招

きして、詳しくお話をお聞きしま

した。当日は19人の参加がありま

した。

●

　武蔵浦和地区の過大規模校解消

のため、大里小学校、沼影小学校、

内谷中学校を統合して義務教育学

校とし、大里小・内谷中に1年か

ら4年生、沼影プールをつぶして、

5年から9年生の校舎とする計画。

問題は山積み。例として、小学

5・6年はリーダーシップを育てる

大切な年頃、その機会が失われて

しまう。



　桜区のスポーツシューレについ

ては、当会小高さんから説明があ

りました。（４面参照）

　その後、参加者のみなさんから、

たくさんの質疑があり、関心の高

さがうかがえました。また、投票

に行かない人が、気づいてくれる

ことが大切、気づいてくれるよう

情報を伝えることが大切とのお話

がありました。

　市政は、私たちの暮らしそのも

の「市政を市民のものに」

働きかけていきましょう！
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●

　市長が訓令によって定めた都市

経営戦略会議、そこで各部局から

政策が提案されるが、実際は市長

が指示した内容を提案する。ここ

で決まると、あとは議会の委員会

で報告があるだけ。

　大きなプロジェクトの初動の予

算がいつのまにか通って、基本計

画が深まって報告され、指摘はで

きるがやめさせられない。パブ

リックコメントもほんの少し文言

が修正されるくらい。義務教育学

校について教育委員会の議題にも

あがっていない。

　トップダウンの都市経営戦略会

議に、議会がお墨付きを与える役

割になってしまっている。

●

　市として一番大切な「総合振興

計画」に、市民との協働をうたっ

ている。

　施策のスタート時に「議会の議

決」と「市民への説明」、施策の

進捗ごとに「市民への説明と対話」

をすべき。

「市政を市民のものに」を目指し、

根気よく訴えていくべきである。
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　当日の午後２時から、トークイ

ベント「人間の住んでいる島」が

開催されると聞き、参加してきま

した。でも、参加者がかなり多く、

特設会場がいっぱいで入りきれな

くなり、会場の外の部屋で聞いて

いました。音響が小さくて話が聞

き取りにくく、途中で退出してし

まいました。

　帰りに受付に話をして、丸木美

術館のパンフレットを５００枚貰

うことができました。８月に開催

予定の原爆絵画展で配布しようと

思っています。

（会員Yさん）

　４月２０日、この会で初めての

試みとして屋外活動を実施しまし

た。「原爆の図」が展示してある

東松山市にある丸木美術館の鑑賞

です。当日は当会から５名の参加

者がありました。

　「原爆の図」は、毎年開催して

いる原爆絵画展の小さなパネルで

は知っていましたが、展示してあ

る現物の大きさ・色使いの迫力に

圧倒されました。また、絵画展で

は見たことのなかった作品も見る

ことが出来て良かったです。

　また、丸木美術館の特設会場で

は、2月23日から5月6日まで、

阿波根昌鴻さんの「写真と抵抗、

そして島の人々」という企画展が

開催されていました。（右上図↗）
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（連絡先）

　090-8588-4966（今井）

　090-4433-7092（小高）

【会の活動報告】

　　２月　４日　運営スタッフ会議　　大久保東公民館

　　２月２８日　事務局会議　　　　　土合公民館

　　３月１０日　運営スタッフ会議　　土合公民館

　　３月２３日　学習会　「今、さいたま市に何が起きているのか」

　　　　　　　　運営スタッフ会議　　土合公民館

　　４月　４日　事務局会議　　　　　土合公民館

　　４月１４日　運営スタッフ会議　　大久保東公民館

　　４月２０日　屋外活動　　　　　　丸木美術館散策

　　５月　８日　事務局会議　　　　　土合公民館

　　５月１９日　運営スタッフ会議　　土合公民館

【これからの予定】

　　６月　１日　運営スタッフ会議　　田島公民館

　　６月　５日　事務局会議　　　　　土合公民館

　　８月１７～１９日　原爆絵画展　　プラザウエスト　ギャラリー

振込口座：ゆうちょ銀行

口座番号：00270-8-104990

加入者名：桜区平和と暮らしをまもる会

年会費　：１、０００円（カンパ大歓迎）

振込手数料はご負担ください

桜区平和と暮らしをまもる会　ホームページ
・パソコンでは『桜区平和』で検索　　http://spa.g1.xrea.com/
・スマホでは右のＱＲコードから　　　http://spa.g1.xrea.com/smh/
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　さいたま市内、あちこちでハコモノ建設が行われ、反対運動も起きていま

す。桜区も例外ではなく、「スポーツシューレ」なるものが「埼玉県衛生研

究所」跡地に建てられようとしています。

　右図のように隣接するヤマダ電機側に、寄宿舎、屋内施設、約100台分の

駐車場、その奥に多目的グランドが

建てられる予定。しかし、寄宿舎？、

駐車場？。この施設、近隣住民が利

用するものではなさそうですね。

　現在、建設計画が進んでいる、ス

ポーツシューレについて、どういう

ものなのか、私も学びながらお伝え

していきたいと思います。（小高）

スポーツ＝ハコモノなのか

　その１


